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阿
波
の
名
医
　
神
河
庚
蔵

神
河
庚
蔵（
か
ん
が
わ
こ
う
ぞ
う
、一
八
五

一-

一
九
二
六
、図
一
）は
、神
河
簾
介
の
二
男

と
し
て
、徳
島
市
幟
町
に
生
ま
れ
た
。
青
年
時

代
に
は
、漢
学
を
湯
浅
翠
越
に
、儒
学
を
岡
本

晤
室
に
学
ん
だ
後
、藩
医
学
校（
巽
浜
医
学
校
）

に
明
治
三
年
に
入
学
。
優
秀
で
あ
っ
た
た
め
、

翌
年
に
は
官
費
生
と
し
て
大
学
東
校（
東
京
大

学
の
前
身
）に
進
ん
で
医
学
を
修
め
る
こ
と
に
。

卒
業
後
は
、佐
々
木
東
洋
や
英
医
ヴ
イ
ル
ス
の

も
と
で
研
鑽
を
続
け
て
い
た
。

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
に
徳
島
医
学

校
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
際
に
三

浦
浩
一
校
長
に
請
わ
れ
て
帰
郷
。
当
時
の
医
学

校
の
名
簿
を
み
る
と
、
校
長
兼
一
等
教
論
、
三

浦
浩
一
、
三
等
教
論
・
神
河
庚
蔵
な
ど
、
一
二

～
一
三
人
の
職
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
診
療

と
教
育
に
携
わ
っ
た
後
、
明
治
二
二
年
に
徳
島

市
富
田
浦
町
で
開
業
し
た
。
診
療
だ
け
で
は
な

く
、
初
代
の
徳
島
市
医
師
会
長
（
明
治
四
一
～

四
三
年
）
を
務
め
、
医
政
に
も
大
き
く
貢
献
。

明
治
四
二
年
に
種
痘
法
が
公
布
さ
れ
た
た

め
、
県
下
で
は
痘
瘡
の
撲
滅
と
予
防
が
行

わ
れ
た
。
同
年
に
は
、
徳
島
市
医
師
会
の

徳
島
市
立
伝
染
病
院
に
対
す
る
建
議
や
上

下
水
道
敷
設
の
建
議
な
ど
、
公
衆
衛
生
学

的
に
重
要
な
活
動
に
も
関
与
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

神
河
庚
蔵
は
、
単
に
医
療
や
医
政
だ
け

は
な
く
、
他
に
大
き
な
仕
事
を
成
し
遂
げ

た
。「
阿
波
國
最
近

文
明
史
料
」（
図
二
）

の
刊
行
（
大
正
四
年
）

で
あ
る
。
蜂
須
賀
氏

の
入
国
か
ら
廃
藩
置

県
（
明
治
四
年
）
ま

で
の
藩
政
に
加
え
、

経
済
、
学
問
、
文
学
、

美
術
、
宗
教
、
風
俗
、

行
事
、
人
物
な
ど
の
史
実
を
、
忠
実
に
ま
と
め

あ
げ
た
（
図
三
）。
こ
の
中
に
は
鷹
狩
の
記
載

（
図
四
）
や
戯
画
（
図
五
、
六
）
な
ど
も
み
ら

図１　神河庚蔵	氏

図２　阿波國最近文明史料の表紙

図３　阿波國最近文明史料の目次
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れ
る
。
一
開
業
医
が
著
し
た
書
物
と
し
て
は
、

阿
波
医
学
史
上
、
最
も
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。

大
正
初
期
は
数
々
の
名
著
が
出
版
さ
れ
た
時

期
で
あ
っ
た
。
小
杉
榲
邨
に
よ
る
「
阿
波
国
徴

古
雑
抄
」（
同
二
年
）、「
阿
波
藩
民
政
資
料
」（
三

年
）、
徳
島
医
学
会
常
会
百
回
記
念
号
「
徳
島

医
学
会
沿
革
史
」（
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

文
筆
家
で
も
あ
っ
た
庚
蔵
自
身
が
記
し
た

「
自
伝
碑
文
」
が
あ
る
の
で
、
興
味
深
い
箇
所

を
列
挙
し
て
み
よ
う
。「
明
治
五
年
一
月
、
県

費
修
業
の
命
有
り
。
大
学
東
学
校
寮
に
入
る
。

九
月
、
文
部
省
は
学
制
を
改
革
し
、
諸
県
の
学

制
を
放
つ
。
予
は
資
を
失
い
、
な
す
所
を
知
ら

ず
。」「
関
寛
（
せ
き
ゆ
た
か
）
先
生
に
…
（
相

談
し
た
と
こ
ろ
）、
先
生
其
の
友
佐
々
木
東
洋

先
生
に
請
い
て
、
調
薬
生
と
な
す
。
こ
こ
に
お

い
て
、
予
佐
々
木
先
生
の
門
に
入
る
。
…
」「
医

を
以
っ
て
業
と
な
し
、
か
た
わ
ら
徳
島
市
医
会

会
頭
と
な
る
こ
と
、
一
七
年
。
県
市
連
合
医
会

頭
も
ま
た
一
三
年
。
後
小
間
を
得
て
、
阿
波
国

最
近
文
明
史
料
を

編
集
し
、
市
小
冊

子
を
成
す
。」

「
近
ご
ろ
芸
園

を
試
み
、
灌
漑
し

て
以
て
憂
い
を
忘

る
。
其
の
余
は
詩

を
誦
し
、
文
を
読

ん
で
、
以
っ
て
自

ら
楽
し
む
。」「
あ

あ
余
の
生
ま
る
る

や
、
幕
政
混
乱
の

際
に
あ
り
。
後
、

政
体
一
変
し
、
明

治
維
新
を
へ
て
今
日
に
至
る
。
往
事
を
回
顧
す

れ
ば
、
ま
さ
に
隔
世
の
感
あ
り
。
そ
し
て
幸
い

に
優
遊
（
の
ん
び
り
）
し
て
余
年
を
送
る
。
…
」

と
。以

上
の
よ
う
に
、
神
河
庚
蔵
は
優
れ
た
業
績

を
残
す
と
と
も
に
、
有
意
義
な
人
生
を
送
っ
た

阿
波
の
名
医
と
言
え
よ
う
。

（
徳
島
大
学
医
学
部
同
窓
会

青
藍
会
会
報
第
六
四
号
：

　
　
　

四
五
～
四
六
ペ
ー
ジ
、
二
〇
〇
四
）

図４　鷹狩に関する記述

図５　鷹狩に関する戯画（藩主、鷹奉行）

図６　鷹狩に関する戯画（鳥見）



Dr. KAMIKAWA Kozo 
 
 
 

Dr. KAMIKAWA Kozo (1851-1926) was born in Tokushima, 
Chinese literature and Confucianism in his youth, and entered 
Tokushima Clan Medical School in 1870. Due to his excellence, he 
could enter former Tokyo University as a government-sponsored 
student in 1871. After graduating, he continued his studies under Dr. 
SASAKI Toyo and British Dr. William WILLIS. 

When the Tokushima Medical School was established (1880), 
he was invited from the principal, MIURA Koichi, to become the 
Prof. for medical care and education. After that, he opened his own 
medical office in Tokushima (1889). He also served as the first 
president of the Tokushima City Medical Association (1908-1910), 
when the vaccination of smallpox was socially required. He also 
contributed much in the public health, such as epidemics and 
proposals for the construction of water and social systems. 

In addition to medicine, KAMIKAWA was well versed in 
culture, and he published “Recent Cultural Matters in Tokushima” 
(1915). He summarized historical facts such as the clan's history, 
economy, scholarship, literature, art, religion, customs, events and 
people. This book has been evaluated one of the best achievements, 
where only one practitioner managed to complete. He was also an 
essayist and had a meaningful life in medicine, medical practice, 
social activities and culture. 




